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はじめに

　「性教育にメディア・リテラシーの導入を」と本誌
で 2013 年に提言（1）してから、十余年が過ぎた。当時
の拙稿では、性的な内容を扱う雑誌や漫画、アダルト
ビデオ（ＡＶ）、さらにインターネット等のメディア
が発信する性情報について、青少年の性意識・性行動
に与える影響を、筆者の取材や調査から明らかにし
た。それらの結果によれば、性情報が伝達する様々な
メッセージ、及びそこに潜む価値観は、現実社会にお
ける性暴力を引き起こす要因となっている。
　誰もの性が尊重される社会をつくるため、筆者が
2012 年に創出した概念が、性情報に対するメディア・
リテラシー、すなわち「性情報リテラシー ®」（2）であ
った。メディア・リテラシーとは、「メディアの特質、
手法、影響を批判的に読み解く」能力等を指す。性情

報リテラシー ® とは、そのいわば性情報版で、「メデ
ィアが発信する“性に関する情報”を鵜呑みにせず、
批判的に読み解く能力」と考えてもらえばいい。
　では、10 年が経過するなかで、メディアの性情報
と性情報リテラシー ® をめぐり、変わったこと、変
わらないことは何だろうか。性情報については、関連
が疑われる性犯罪や性的トラブルが多発したことに加
え、AI（人工知能）の発達による新たな問題が噴出
した。まさに激変の 10 年といえる。
　反面、性情報リテラシー ® の教育や法整備について
は、民間レベルで普及活動の萌芽があるものの、国レ
ベルでの政策は遅々として進まない。本稿はこうした
状況を整理し、性情報リテラシー ® の新たな 10 年へ
向け、その役割を考える議論の礎としたい。
　この 10 年、日本で発生した主な性犯罪や性的トラ
ブルは、どのようなものだったか。そして私たちの社
会は、どんな対策をとってきたのか。変遷をまとめた

メディアの性情報と性情報リテラシー®

この10年で変わったこと、変わらないこと

ジャーナリスト／性情報リテラシー ®教育協会会長 渡辺 真由子
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のが表１の年表である。

主な性犯罪・性的トラブルと、性情報
との関連性

（１）性情報の直接的な影響が疑われる事案
◆札幌小３女児監禁事件

　2014 年に北海道札幌市で発生した、小学３年生の
女児が監禁された事件。加害者の 20 代の男は、女児
を自宅アパートに連れて行き、粘着テープのようなも
ので目や口をグルグル巻きにしたとされる。「アダル
トゲームの影響もあり、かねてから女児を思い通りに
したいと思っていた」と、裁判で検察側が指摘した。

◆埼玉女子中学生わいせつ事件

　2016 年に埼玉県草加市で発生した強制わいせつ事
件では、加害者の 30 代の男は「放射能の調査」と称
して女子中学生の自宅に入り、体を触ったとされる。

「インターネットに掲載された成人向けの同人漫画を
読み、手口をまねした」と供述。埼玉県警は同漫画の
作者に対し、作品内容が模倣されないような配慮と、
作中の行為が犯罪に当たると注意喚起を促すことなど
について、異例の要請をした。

◆大阪小学生女児 10 人性的暴行事件

　読者の記憶に新しいのは、この 2025 年２月に無期
懲役の判決が出た、大阪の小学生女児連続性的暴行事

件だろう。判決によると加害者の 20 代の男は、2016
年から 2022 年にかけ、大阪府内で１人で留守番する
などしていた小学生の女児を狙って、性的暴行を繰り
返した。被害者の数は 10 人に上る。カッターナイフ
を示して「泣いたら殺す」と脅す手口が多く、スマー
トフォンなどでわいせつな行為の場面を撮影し、保存
していた。
　「アダルトサイトで見た漫画の内容をまねて、小学
生の女の子の後をつけたりして、住んでいる家や家族
構成など女の子の行動を何日も確認したのちに、女の
子を待ち伏せして犯行に及んだ」と加害者は供述して
いる。

本件が明確に示したのは、メディアの性情報を参考
にした加害者における、罪の意識の薄さである。加害
者は自身が撮影した犯行動画を後日に見返していた
が、「アダルト動画の作品を見ている感覚」だったと
いう。さらに犯行時、女児らが痛がり泣き叫んでも、

「嫌がっている、傷つけたという認識はなく、気持ち
よくさせたと思っていた」と述べた。逮捕当時も「な
ぜ責められるのか分からなかった」と不満を抱いた
という。被害者やその家族に対しても、「精神的苦痛、
経済的負担が、自分の想像をはるかに超えていた」と
する。

犯行時に被害女児の名前や年齢まで聞き出した上、
犯行後には女児がどういう行動を取るのかに興味を持
ち、行動を確認し続けたケースもあった。「全てを知
りたいという支配欲があった」と加害者は説明した。

表１　年表：性的トラブルと対策をめぐる 10 年

主な性犯罪・性的トラブル 性をめぐる教育・法整備

2014　札幌小３女児監禁事件
2016　埼玉女子中学生わいせつ事件
2016 ～ 2022　大阪小学生女児 10 人性的暴行事件
2021　千葉不動産女性強制性交等致傷事件
2022　滋賀医大生３人強制性交等容疑で逮捕
2023　ジャニーズ性加害問題をイギリス BBC が報道
2023　DJ SODA 氏が音楽フェスで性被害
2023　著名芸人の性加害疑惑報道
2024　�著名タレントの性的トラブルとフジテレビ問

題
2024　生成 AI によるポルノ被害の深刻化

2017　刑法性犯罪改正
2018　�ユネスコ『国際セクシュアリティ教育ガイダ

ンス』（改訂版）
2018　包括的性教育への関心の高まり
2020　性情報リテラシー ® 教育協会設立
2023　「生命（いのち）の安全教育」本格開始
2023　刑法性犯罪改正

2025　�鳥取県、AI 創作の児童ポルノを取り締まる条
例改正へ
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子どもを性的に描写する漫画やアダルト動画では、
子どもは性的に奉仕する存在とされることが多い。

「相手からの性行為を喜んで受け入れ、初めは痛がっ
ても後に気持ちよくなっていく」というパターンのス
トーリーが目立つ。このような表現は、子どもの尊厳
を軽視する価値観を伝える。見る者の支配欲を満た
し、性犯罪への抵抗感を失わせる可能性があると考え
られる。

◆千葉不動産女性強制性交等致傷事件

　成人を狙う性犯罪でも、性情報の直接的な影響が疑
われるケースは発生した。2021 年に千葉県東金市で、
マンションの内見中に、案内していた不動産会社社員
の女性に性的暴行を加えようとしたとして、30 代の
男が逮捕された。男は女性を押し倒し、果物ナイフで
胸を切るなどしてケガをさせた強制性交等致傷の罪
に問われ、懲役８年の判決。「ナイフを見せて脅せば、
アダルトビデオのように被害者が性交に応じると考え
ていた」と裁判長は指摘した。

（２）性情報の間接的な影響が疑われる事案

◆滋賀医大生３人強制性交等容疑

　2022 年、滋賀医科大学の 20 代の男子学生３人が、
うち１人の自宅マンションで女子大生に集団で性的暴
行を加え、その様子をスマホで撮影したとして起訴さ
れた。主犯格とされた１人は１審から罪を認め、懲役
５年６か月の実刑となった。他の２人は１審で実刑判
決を受けたが、2024 年 12 月の２審で逆転無罪となり、
同月に大阪高等検察庁が最高裁判所に上告している。
２審判決をめぐっては、性犯罪被害者の心理を理解し
ていない等として、抗議を表明するデモや署名活動が
行われた。
　報道によれば、自宅内での性行為中に撮影された動
画では、行為を強いられて「苦しい」と訴える女性
に、男子学生の１人が「苦しいのがいいんちゃう」と
発言。別の男子学生は続けて、「苦しいって言われた
ほうが、男興奮するからな」と述べた。再度「苦し
い」という女性に対し、男子学生が「（苦しいの）が、
いいってなるまでしろよ」と口にする場面もあった。

「調教されてないな、お前。ちょっとされないとダメ
やな」との発言もみられた。
　女性が性行為を苦しがっていても、いずれ気持ちよ

くなる。女性の苦しみには取り合わなくともいい。言
うことを聞かない女性は調教すればいい……。いずれ
も、AV やアダルト動画が頻繁に発出する、女性の尊
厳を著しく侵害するメッセージである。
　前述の男子学生らの発言について、２審の男性裁判
長による判決は、脅迫には当たらないとした。「性行
為の際にみられることもある卑猥な発言という範疇の
もの」と評価できるためだという。女性の尊厳を著し
く侵害する発言を、「性行為の際にみられる範疇」と
みなす判断は、客観的な根拠があるのだろうか。筆者
としては、メディアの性情報が判決に影響を与えてい
ないことを願うばかりである。
 
◆ DJ SODA 氏の音楽フェス性被害

　2023 年、韓国の女性 DJ である DJ SODA 氏が、
大阪で開催された音楽フェスティバルにおいて、観客
から体を触られるなどの被害を受けた。フェスの運営
会社は、観客の男女３人を、不同意わいせつと暴行の
疑いで刑事告発（のちに不起訴）した。
　一方、SODA 氏が被害時を含め、日頃から肌を出
す服装をしていたことから、ネット上では「露出度の
高い服を着ていたことが悪い」と批判の声が上がっ
た。服装を理由に被害者を責める考え方には、メディ
アの性情報が関係しているとみられる。男性向けメデ
ィアは 50 年以上前から、「露出度の高い服装の女性」
＝「性行為を受け入れやすい」とのメッセージを発信
してきた。筆者が 2013 年に報告したアンケート調査
によれば、露出が高い服を「OK サイン」と考える男
子は、21％に上る（3）。
　自身への批判に対し SODA 氏は、「私は人々に私
に触ってほしいから露出した服を着るのではない。私
は服を選ぶ時、自己満足で着たい服を着ているし、ど
の服を着れば自分が綺麗に見えるかをよく知っている
し、その服を着る事で自分の自信になる。」とコメン
ト（4）。筆者の同調査でも、自分の露出した服装に性的
な意味を込める女子は４％に過ぎない。誤解を招く性
情報により、女性が服装の自由を奪われかねない状況
は続いている。

◆芸能界で相次ぐ性的トラブル

　著名芸人が、飲み会と称してホテルに招いた複数の
女性に対し、性行為を強要していたとの疑惑が、2023
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年末に週刊誌で報じられた。芸人側は名誉を傷つけら
れたとして、週刊誌側に訴訟を起こしていたが、2024
年に取り下げた。疑惑について芸人側は、「強制性の
有無を直接に示す物的証拠はない」等としつつ、当事
者とされる女性には「率直にお詫び申し上げます」と
コメントした。
　直接的な関連は不明だが、この芸人は AV 好きを
公言していた。お気に入りとして挙げていたのは、

「様々な職種の素人女性を口説き落とし、半ば強引に
性行為をさせる」という設定である。
　また、女性側へのバッシングが本件でもみられた。

「ホテルへ行ったのだから、性行為に同意していたは
ず」という主張だった。密室へ呼んだり、呼ばれたり
することが性行為への同意を意味しているという「教
え」は、メディアの恋愛マニュアルの王道である。
　筆者の調査でも、家などの密室で２人きりになるこ
とを OK サインと捉える男子は 33％と、実に３人に
１人の割合だった（5）。ある男子は、「何もしないから」
と女性をホテルに誘い、入室後に性行為を拒まれた経
験について、「その気がないならホテルまで来るなよ、
とはめちゃめちゃ思います」と振り返る（6）。
　このほか芸能界では、旧ジャニーズ事務所の長年に
わたる性加害問題を、2023 年に海外メディアが告発。
国内のメディアはそれまで、バラエティ番組などで同
性愛を笑いのネタにしており、結果的に男性の性被害
を矮小化してきた。
　2024 年末には、著名タレントの性的トラブルと、
それをめぐるフジテレビの問題が報じられ、同社を第
三者委員会が調査する事態になっている。同社をはじ
め複数のテレビ局で、女性アナウンサーを得意先に上
納する「モノ」のように扱ってきた疑惑も持たれてい
る。女性の「モノ化」は、アダルトメディアが性行為
で女性を意志のない人形のように扱い、その様子をコ
ンテンツとして陳列する中で、当たり前のように行わ
れてきた。

◆生成 AI ポルノの台頭

　この 10 年で、性情報をめぐる最大の変化といえば、
新たな技術「生成 AI」によるポルノの台頭であろう。
生成 AI とは、様々なコンテンツ（絵や画像・動画な
ど）を新たに生み出すことができる人工知能を指す。
　2023 年、イギリスの公共放送 BBC は、子どもを性

的に虐待する画像が生成 AI で創作され、売買されて
いると報じた（7）。乳幼児に性的暴行を加える画像など
が含まれている。
　BBC は、性的虐待の創作画像の投稿先として、日
本のソーシャルメディアが選ばれていることを突き止
めた。「日本では、性的な漫画や子どもの絵の共有は
違法ではない」と BBC は批判する。その後、日本の
一部報道も、 生成 AI で創作されたとみられる子ども
の性的画像が、国内サイトに大量に投稿されている実
態を明らかにした。
　さらに、「ディープフェイクポルノ」の問題も深刻
化している。ディープフェイクポルノとは、生成 AI
を使い、本人に似せて精巧に創作された性的な画像や
動画を指す。国内で初の摘発がなされたのは 2020 年。
AV 出演者の顔を女性芸能人とすり替えた動画を、ネ
ット上に掲載した等として、名誉起訴等の容疑で男２
人が逮捕された。
　近年はネット上に、性的な加工を簡単に行えるサイ
トが多数登場したこともあり、子どもがディープフェ
イクポルノの加害者・被害者になる事態も広がりつつ
ある。卒業アルバムの写真や教室内での画像が、同級
生の手によって性的に加工され、SNS で共有される
等の被害が、2024 年頃から報じられるようになった。
　生成 AI で子どもを性的に加工した創作物は、「子
どもを性的な対象にしていい」とのメッセージを、よ
りリアリティを伴って発信する。ディープフェイクポ
ルノの被害者が受ける精神的苦痛も甚大である。だ
が、子どもを含む加害者たちは、創作行為に気軽に手
を染める。他人の体を、あたかも性的に消費していい

「モノ」のように扱う。メディアの性情報が発信して
きた、前述の「モノ化」という価値観が、浸透した末
の加害である可能性が懸念される。

性をめぐる教育・法整備

（１）教育

　性情報との関連が疑われる性犯罪や性的トラブルが
多発し、その形態も新たな技術と共に激変してきたこ
の 10 年において、我々の社会は有効な対策を打って
こられただろうか。
　教育の面では、大きな変革をもたらしたのが、ユネ
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スコによる 2018 年の『国際セクシュアリティ教育ガ
イダンス』改訂である（8）。同ガイダンスは、科学的な
証拠に基づく性教育を５歳から行うことにより、包括
的でジェンダー平等な社会の実現を目指すもので、性
教育の国際的な指針とされる。日本でも、包括的性教
育への関心が高まるきっかけとなった。
　改訂版は、新たに対応すべき重要課題の１つにソー
シャルメディア等の「性情報」を挙げ、学習項目に初
めて「メディア・リテラシー」を登場させた。まさに、
性情報リテラシー ® を推奨しているのである。
　では、日本の学校の性教育は、性情報に対するメデ
ィア・リテラシーの導入を進めたか。文部科学省は現
在、学習指導要領の解説で、中学校と高校の保健にお
いて、「性情報への適切な対処」の指導を求めてはい
る。
　しかし文部科学省は、性情報が伝達するメッセージ
や価値観の読み解き方について、具体的な指導法を紹
介するわけではない。性情報に関する授業と称した展
開例も挙げるが、SNS の安全な利用方法にとどまっ
ている（9）。また、小学生の学習指導要領は、性情報に
関する指導の必要性自体に言及していない。2023 年
度からは「生命（いのち）の安全教育」を本格開始し
たが、やはり教材等で性情報の取り扱いがみられな
い。
　こうした状況に対応すべく、筆者は 2020 年に「性
情報リテラシー ® 教育協会」を設立した。性教育に関
わる全国の有志が、同会で性情報リテラシー ® を体系
的に学び、教材を開発している。

（２）法整備

　性犯罪に関する刑法は、この 10 年で２度にわたり
改正された。なかでも 2023 年の改正では、強制性交
等罪が「不同意性交等罪」となり、「同意しない意思
を形成したり、表明したり、全うすることが難しい状
態」でなされる性的行為が、処罰対象となった。
　前述のように、加害者が被害者の発言や服装、行動
を理由に「性的同意があった」と思い込む背景には、
メディアの性情報の問題がある。受け手のリテラシー
が一層問われるだろう。
　生成 AI ポルノについても、規制へ向けた動きが出
ている。鳥取県は 2025 年１月、実在する 18 歳未満
の子どもの顔写真などを使い、AI で加工したわいせ

つな画像や動画を、「児童ポルノ」と定義して取り締
まり対象とする案を表明した。実現のため、県青少年
健全育成条例の改正を目指すとしている。

これからの性情報リテラシー ®に必要
なこと

　本稿で見てきたように、国の性教育政策は、性情報
の読み解きに関する指導が、依然として乏しい。性教
育へのメディア・リテラシー導入の有効性について
は、性情報の誤解に気づく等の研究結果が報告されて
いる（10）。メディア技術の進展に即した性教育が、早
急に必要である。表２に、『国際セクシュアリティ教
育ガイダンス』や海外の性教育教科書も参考にした性
情報リテラシー ®教育のテーマ例を示す（11）。
　なお性情報の歪みは、メディアの利用者に長年にわ
たり刷り込まれていく。裁判官などの司法職をはじ
め、性犯罪問題に携わる大人にも、広くリテラシー研
修が行き渡ることが望ましい。
　また、この 10 年において、性情報の直接的な影響
が疑われる事案が相次いだ。だが我が国では、実在し
ない子どもを性的対象としたり、実在する成人に性的
暴行を加えたりするかのようなメディア描写につい
て、そのような内容であることを理由に取り締まって
はいない。尊厳を侵害する価値観を伝える性情報に対

対象 テーマ

小学生

〇 SNS・出会い・ゲーム
〇�インターネットの世界 ～画像・動画・メッ
セージ投稿～
〇�スマホデビューの前に ～思春期の心と体
の守り方～

中学生
〇アダルトコンテンツとの付き合い方
〇性的広告と盗撮
〇“ルッキズム”と痩せ願望

高校生
〇「自分らしさ」とジェンダー
〇デートDV〇性的同意

保護者

〇性情報の読み解き方
〇�スマホを渡す前の SNS リテラシー ～ゲー
ムと性的グルーミング～
〇子どもとの関わり方とジェンダー

表２　性情報リテラシー ® 教育のテーマ例
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しては、適切な法整備が求められる。
　性情報リテラシー ® の新たな 10 年へ向け、メディ
アの性情報への対策を加速していくことで、誰もの性
が尊重される社会の実現を願っている。

【注】
（1） 渡辺真由子（2013）「メディアの性情報と性情報リテ

ラシー」『現代性教育研究ジャーナル』No.25、日本性
教育協会

（2） 性情報リテラシー ® 教育協会の登録商標に認定（2023
年）

（3）渡辺（2013）p.4
（4）DJ SODA 氏のインスタグラム（2023 年８月 14 日）
　　　https://www.instagram.com/p/Cv6ol5NPwEc

（5）渡辺（2013）pp.4-5
（6） 渡辺真由子（2011）「女性のノーはやっぱりノーか」

（『共同通信』連載）
        https://mayumedia.blogspot.com/2012/09/blog-

post.html

（7） BBC「生成 AI の児童性虐待画像を売買　日本のソー
シャルメディアなどで」（2023 年 6 月 28 日）

　　  https://www.bbc.com/japanese/features-and-anal
       ysis-66038728

（8） UNESCO（2018）International Technical Guidance 
on Sexuality Education: An evidence-informed ap-
proach. Revised edition.

（9） 文部科学省（2020）「改訂『生きる力』を育む中学校
保健教育の手引」pp.66-71

（10） Pinkleton B.E, Austin E.W, Cohen M et al. （2008）
Effects of a peer-led media literacy curriculum 
on adolescents’knowledge and attitudes toward 
sexual behavior and media portrayals of sex. 
Health Communication 23: pp.462-472 

（11） 性情報リテラシー ®教育教材は、2025 年上半期に
発表会を予定。詳しくは性情報リテラシー ®教育協
会の公式ホームページへ： 

　　 https://www.asmle.com

　    好評発売中！

　　　　　　　　　　

　　日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーション研究会／髙村壽子　編著

主な内容

第１章　なぜ、ピアカウンセリングなのか―主体的な生き方を支える健康教育の一方法

第２章　主体的な生き方を支えるピアカウンセラーの養成
2­1　ピアカウンセラーになるために
2-2　カリキュラム展開の実際　Ⅰ
2-3　カリキュラム展開の実際　Ⅱ―セクシュアリティについて

第３章　主体的な生き方を支えるピアカウンセリング活動実践紹介―ピアカウンセリング手法による性＝生の健康教育を中心に

中学校のピアエデュケーション（対面方式）、中学校のピアエデュケーション（遠隔方式）、高校のピアカウンセリング／ピアエ

デュケーション（ハイブリッド方式）、駅ナカ保健室（ピアカフェ）、教育支援センター（不登校適応指導教室）におけるピア

活動、特別支援学校ピアエデュケーション、リフレッシュママクラス®、グループピアカウンセリング講座

第４章　コロナ禍におけるピアカウンセリング養成講座の評価

第５章　ピアカウンセリング活動を支えるしくみ／システム

ピアピアカウカウンンセリンセリンググ
実践ガイドブック

◆Ｂ５判：160 頁　頒価3000 円（税込）

※送料等は、ホームページを参照してください。
◆  JASE ホームページ https://www.jase.faje.or.jp/pub/pub.html からお申し込みいただけます。
　または、Email  info_jase@faje.or.jp
　TEL 03-5801-6788　FAX 03-5801-6677
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◦JASE e-booklet 発刊記念
　　 【特別寄稿】

『朝山新一の性科学と性教育』を読んで

　はじめに

　朝山新一は日本における近代的性科学（セクソロジ
ー）およびそれに立脚した性教育の偉大なる先駆者で
ある。その仕事は今日もなお専門家の枠を超えて広く
影響を及ぼしているが、その名を記憶している人は少
ないのではないか。たとえば、日本語版ウィキペディ
アには朝山新一という項目は一応あるものの、その記
述はきわめて簡素なものに過ぎない。
　今回刊行された『朝山新一の性科学と性教育』がこ
のような状況を変える第一歩となればよいと思うし、
そうなるべきだとも思う。このブックレットの各章が
明快に示しているように、朝山の仕事を振り返ること
はそのまま私たち自身の性への認識を批判的に再考す
ることであり、したがって人間の性をめぐる今後の思
想と実践をより良い方向に推し進めるための糧となる
作業だからである。

第１章　�世界のセクソロジーにおける朝山新一の位置

　ここからは、許された紙幅の範囲で、筆者の眼から
見て特に興味深く思われたポイントをピックアップ
し、若干の私見を述べていきたい。
　第１章「世界のセクソロジーにおける朝山新一の位
置」（東優子）は、クラフト＝エビングやヒルシュフェ
ルトを源流とするセクソロジーの世界的な潮流を背景
としつつ、キンゼイ、マネー、カーケンダールといっ
た同時代のセクソロジストたちとの関わり合いの中に
朝山の仕事を位置づけ、再評価する。セクソロジーな
いし性科学全般に関する重要な情報が手際よく詰め込

まれており、初学者には何を措いてもまずこれから読
めと言いたいような論考である。
　多岐にわたる数多くの論点の中から、「翻訳」の問
題を取り上げよう。朝山の最大の業績は、（本書第
２章で詳しく解説されるように）日本における性行
動・性経験の実態調査というほぼ未踏の領域を開拓
したことであるが、他方、欧米のセクソロジーに学
び、それを紹介する仕事も怠らなかった。その過程で
は、当然ながら、それぞれに独自の学問的・文化的背
景をもつ外国語の概念をどのような日本語に置き換え

明治学院大学社会学部教授　加藤 秀一
 「日本のキンゼイ」と呼ばれた性科学者・朝山新一（元・大阪市立大学名誉教授、1908 ～ 1978 年）。
日本性教育協会の設立に大きな役割を果たし、また、1974 年から始まった「青少年の性行動全国
調査」（1972 年）の礎を築いた、日本の性教育・性科学の発展を牽引した第一人者である。その
朝山博士の功績をまとめた電子ブックレットが、2 月末、日本性教育協会のウェブサイト上で公開
された。加藤秀一氏によるレビューをお届けする。

JASE e-booklet『朝山新一の性科学と性教育』
は無料で公開されている
https://jase.faje.or.jp/book/asayama/
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るかが問題になる。
　一つめの事例は、「性科学」か「性学」かとい
う問題である。朝山は、ドイツ由来の「性科学」

（Sexualwissenschaft）が「病理的な概念を連想させ
る」としてこれを嫌い、「人間の性を包括的に把握」
する学際的な学としての「セクソロジー」（sexology）
を「性学」と訳すことにこだわったという。この訳語
は結局定着せず、現在ではほぼ「セクソロジー＝性科
学」という認識が共有されているが、これらの語はい
かにも専門用語的で素人にとってはとっつきにくく、
また自然科学に偏った印象がある。「性学」が定着し
なかったことは、セクソロジーおよび性教育の市民的
基盤がなお脆弱なものにとどまる現状と無関係とは思
われない。
　二つ目は、朝山がマネー＆タッカー『性の署名』の
邦訳において採用した「性自認」（gender identity）
という訳語である。この訳語をめぐる問題状況は東が
的確に解説しているが、私も若干の考察をつけ加えて
おきたい。
　マネーにおいて、“gender identity”と“gender role”
は決して分解できない一つのものの両面であり、それ
ゆえ両者は“gender-identity/role （G-I/R）”と表記
される。すなわち、ジェンダーとはつねに自己と他
者（社会）との関係の中で成立する現象なのだが、そ
のどちらか一方の面を主題とするときには“gender 
identity”または“gender role”をそれぞれ単独で使

オンライン・アーカイブArchive for Sexologyの「性の研究に関
する略年表」に紹介されている朝山の功績（第1章より）
出典：Archive for Sexology（http://sexarchive.info）

うという話なのである。
　このように理解するならば、長らくアイデンティテ
ィ論のスタンダードとして参照されてきたエリクソ
ンの「自己同一性／自我同一性」（identity）概念に近
いのは、マネーの用語法では“gender-identity/role”
という化合物全体であり、そこから抽象的に切り離さ
れた“gender identity”ではないという、実にやや
こしい事情が見えてくる。なぜならエリクソンが青年
の発達課題として描いた「自己同一性の確立」とは、
自己を社会の中にどう位置づければよいのかという課
題を指す概念であり、社会とは別立ての自己認識など
ではないからである。
　そして、以下は推測に過ぎないが、朝山も概ね上記
と同様に考えたのではないか。「G-I/R」の全体こそ
が社会心理学的な「アイデンティティ＝同一性」に対
応するなら、その一面に過ぎない“identity”を「同
一性」と訳すのは概念上の混乱を招く。そこで、人口
に膾炙した「同一性」をあえて用いず、「（性）自認」
という独特な用語を捻りだしたのではないか。「自
認」という日本語には、社会とは別立ての自己という
ニュアンスを読み込みやすいからであろう。だがそれ
以降、「性同一性」よりも「性自認」――私としては、
どちらもせめて「性別同一性」「性別自認」とすべきだ
と考えるが――が「ジェンダー・アイデンティティ」
の一般的な訳語として広まったことで、アイデンティ
ティという概念が矮小化され、人間における性現象を
社会関係の中で把握する契機が見失われがちになって
しまったように思われる。この問題について朝山の意
見を聞いてみたい気がする。

第２章　朝山新一の性行動調査

　第２章「朝山新一の性行動調査」（片瀬一男）には、
朝山が戦後初期の「純潔教育」に抗し、科学的知見に
もとづく「性教育」を普及・推進するための基盤づく
りとして、主に青少年を対象とする性行動の実証的調
査に精魂を傾けた軌跡がまとめられている。朝山が用
いた調査票の詳細な分析等の内容については筆者が口
を挟むべき点はない。ここでは、本章の主な論点では
ないかもしれないが、筆者としては特に印象深かった
２つの点に触れておこう。
　その一つは、朝山が、人間の性行動（Bh）を生物
学的要因（B）と社会的要因（S）という二つの変数
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をもつ関数として把握していたこと（Bh=f（S,B））
である。賢明なる読者諸氏の中には、そんなのはご
く当たり前の見方じゃないかと思われる方もいらっ
しゃるだろうが、いわゆる「氏か育ちか」（Nature vs. 
Nurture）論議、いわゆる生物学的決定論／社会環境
決定論の二分法が現在もなお多くの人びとの思考を呪
縛していることに比して、朝山の認識はやはり優れて
いたと言っておきたい（この点に関しては第３章への
コメントの中で改めて触れる）。
　ただし片瀬も言うように、発生生物学を自らの知的
基盤とする朝山にとって、「性行動研究は一義的には
生物学的研究の延長上にあった」ことも確かである。
だがそうだとすると、極端に社会的要因に偏り過ぎて
いるように見えるマネーの理論とは齟

そ ご

齬をきたすので
はないか、という疑問が浮かぶ。この点については、
東や宇野も指摘しているように、朝山がマネー説を無
条件に受け入れているわけではなく、またマネー自身
にしてもその環境決定論者というイメージに反して内
分泌学的知見をつねに重視していたことに留意する必
要があるだろう。
　第二に注目すべきは、これは『性教育』（中公新書、
1967 年）といった啓蒙的著作を読んでも印象的なこ
とだが、朝山の「性学」が戦後にふさわしい「男女平
等」の実現を出発点から決定的な課題として織り込ん
でいたことである。私としては、朝山の著作が今なお
驚くほど新鮮さを失わない最大の理由は、朝山のナチ
ュラルな「男女平等」の感覚にあるように思われる。
今日的な性的関係における相互尊重、コミュニケーシ
ョンとしての性への肯定的感覚が土台を支えているた
めに、たとえ古びた記述が散見されても、全体が過去
の遺物であるという印象にはならないのだ。

第３章　朝山新一の性教育スライドに込めたる思い

　第３章「朝山新一の性教育スライドに込めたる思
い」（宇野賀津子）は、朝山から直接に薫陶を受けた著
者が、小中学生のための性教育教材として作成された
数多くの、何とも美しく楽しいスライドを紹介しつ
つ、朝山の性教育実践への熱い思いを解説するエッセ
イである。
　スライドに添えられた朝山による説明文からは、あ
くまでも科学的な事実認識に立脚しつつ、知識の伝達
だけでよしとせず、「理想の人間像」や「社会的人格」

についての考察や議論を子どもたちに促そうとする朝
山の姿勢が鮮明に浮かび上がる。
　宇野が「コラム３」で触れている、ヒトの性に関す
る生物学とフェミニズム運動とのコンフリクトもまた
きわめて重要な論点である。1976 年にフランスで開
催された「性」に関する学際的な一大シンポジウムを
主催した社会学者シュルロは、その経験を通じて、生
物学的性差を否認していた当初の認識が変化し、「生
物学的な性差の事実の考慮を拒否し、婦人問題を論ず
るという非科学的な態度は危険」だと思うようになっ
た（Ｅ・シュルロ＆Ｏ・チボー編、西川祐子・天羽す

スライドシリーズ『前思春期の性教育：小学校高学年から中学
生まで《基礎編》』を紹介する第2章（上）と『現代性教育研
究』1974年季刊10号の巻頭折り込み（下）



10

現代性教育研究ジャーナルTHE JAPANESE ASSOCIATION FOR SEX EDUCATION

ぎ子・宇野賀津子訳『女性とは何か（上・下）』人文
書院、1983 年）。この記録の邦訳刊行にも尽力した宇
野はその意見に賛同し、後のバックラッシュに対して
日本の性教育が抗えなかった理由を、それまでのジェ
ンダー論が「科学に基づいていないところに弱みがあ
った」ことに見出している。
　この指摘は重い。むろんジェンダー論者がこの問題
をまったく認識していなかったわけではなく、たとえ
ば江原由美子は、1980 年代から「性差別を解消する
には生物学的性差を否定しなければならない」という
考えの誤りを的確に論じていた。だが他方、日本に限
らず、生物学の成果を（謙虚に、かつ批判的に吟味し

つつ）学ぼうとせず、江原が批判したような「思考の
習慣」に囚われたままの人は少なくない（拙稿「ジェ
ンダー論と生物学：永続する闘争か？」、江原由美子・
加藤秀一ほか『争点としてのジェンダー：交錯する科
学・社会・政治』ハーベスト社、2019 年を参照のこと）。
私もまた、ヒトの性に関する正確な科学的認識の必要
性と、そのことが性差別の解消と何ら矛盾しないとい
う論理を理解することの重要性を、著者とともに述べ
ておきたいと思う。

おわりに

　最後に、朝山新一の仕事について一つ書き添えてお
きたい。実は本書が企画された当初、筆者は「朝山新
一と優生学」をテーマとしてその企画に関わる予定で
あった。朝山の師にあたる山本宣治が優生学に反対し
ていたこと、逆に朝山が戦後に関わった永井潜が優生
学の強力な推進者であったことから、朝山自身の優生
学に対する態度を調べようと考えていたのである。と
ころが、賛成であれ反対であれ、朝山が優生学につい
てまとまった意見を表明している文書を見つけること
ができなかったために、寄稿することはかなわなかっ
た。これは少々意外なことだった。むろん今後に資料
が見つかる可能性はあるが、仮に朝山が優生学から意
識的に距離をとっていたのだとすれば、その理由を知
りたいと思う。
　今回、朝山が癌で逝った妻との最後の日々を記した

『さようなら　ありがとう　みんな：癌と闘った夫妻
の記録』（中公新書、1971 年）をはじめて読んだ。胸
に迫る手記であるが、その冒頭には癌という病気に関
する医学的な解説が数ページを割いて書かれている。
人間的幸福の向上を訴えつつ、あくまで科学にもとづ
く「性学」を掲げた朝山新一の面目躍如という気がし
た。

朝山新一が作図した資料「人間の性形成」（第3章より）

朝山新一『さようなら　ありがとう　みんな』
（中公新書）は、JASE 資料室で閲覧すること
ができる

JASE e-booklet『朝山新一の性科学と性教育』
は無料で公開されている
https://jase.faje.or.jp/book/asayama/
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　ここまで１年間、私の幼い頃からのライフヒストリ
ーから書き始めて、生徒や職場の同僚、両親へのカミ
ングアウトにどう向き合い、どう乗り越えてきたか、
そして私自身に関することや、学校現場でどのような
ことに取り組んできたかを書いてきました。
　時折、なぜ永井さんや、その職場では生徒への対応
や学校としての取組が上手くいくのか、といった質問
を受けることがあります。当初からすべてが順調では
ありませんでしたし、時間を要した部分があること
は、これまでに書いてきたとおりです。
　それでも私個人として心がけてきたことは、この連
載のサブタイトルになっていることです。まず「あき
らめない」こと。そして一度や二度、上手くいかなく
ても「めげない」こと。そして状況を大局的に見て、
いわゆる試合に負けても、勝負として「負けない」展
開に持っていくことを大切にしてきました。戦術や作
戦が必要な場面もありますが、日頃から戦略を持って
臨むことを大切にしてきたということです。
　職場で何かを変えようとしたり、経験がなかった
りするような取り組みをするとき、多くの人が感じ
る「不安」に対して戦うのではなく、きちんと受け止
めて、応じて、支えることを心がけてきました。例え
ば、性的マイノリティに関する相談を受けたり、性の
多様なあり方に関する授業をしようとしたりしたと
き、「知らないことを聞かれたら、どうしよう」とい
った不安を感じている場合があります。
　そもそも、多くの人は自分が知らない、分からな
い、答えられないことから距離を置く傾向を感じま
す。しかし、性の多様なあり方について、きちんと学
ぶ機会に恵まれている教員は、現状でも多くありませ
ん。「分からないから、できない・やらない」のでは
なく、「分からないから、子どもとともに学ぶ」スタ
ンスで授業に臨んでいってもらいました。そしても

し、授業中に答えられない質問や判断に迷う発言が出
たときには、「あとで永井先生に聞いてみようね」を
マジックワードとして決めておいたことも、教員の安
心感につながっていたのだと思います。もちろん、そ
う答えた内容については一緒に考え、後ほどきちんと
回答してもらっていたことは言うまでもありません。
このようにして、多様な性のあり方やカミングアウト

を受け止めるための、正しい知識や理解を広げていった
ことが、私自身のカミングアウトやあり方を受け止めて
もらえる下地づくりにもなっていたのだと思います。
多くの問題や課題が山積みの学校現場で、教職員全

員が性的マイノリティに関する専門家になることは難
しいし、そうなる必要性もないと思います。しかし、「こ
のことなら、この人に聞けば大丈夫」という人が一人
でも、それぞれの職場にいることは必要だと思います。
　学校現場には、子どもの貧困や虐待、薬物乱用や自
傷行為、障害や発達の程度の違い、外国ルーツである
こと等による様々な課題があります。私は、性的マイ
ノリティのあり方を理解し、その人権課題に向き合う
ことを入り口として、他のマイノリティ理解や人権課
題を考えるヒントを伝えられていると感じています。
他人事ではなく自分事として考え、正しく知って支え
る気持ちを示すことができる「アライ」を増やそうと
する考え方は、他の課題にもプラスに働くはずです。
他の先生方には、他の課題を学び、それぞれアプロー
チをしてもらうことで、それぞれの課題について「あ
とで◯◯先生に聞いてみようね」と言える人が増えて
いってくれることを願っています。
　ここで述べていることは学校現場のみならず、様々
な医療、福祉、行政、そして企業等での取組や対応に
も適用できる話だと考えています。
　この連載も１年で一区切りとして書いてきました。
ここまで拙い文章を読んでくださった方に、心から感
謝を申し上げます。そして、ありがたいことにもう１
年、連載を続けられることになりました。４月から
は、その時々に考えていることや、今回の１年間の流
れの中では取り上げられなかった物事について書いて
いきたいと思います。引き続き、どうぞよろしくお願
いします。

Profile

トランスジェンダーとしての生き方をオープン
にし、公立中学校の教員として生きる。多様な
性のあり方やジェンダー平等の取組を、人権教
育の視点から続けている。

永井　恵（NAGAI  Megumi）

不安を受けとめ、ともに学ぶ［第 12 回］
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夢を実現しながら生き生きと
健やかに暮らせる未来社会を
特定非営利活動法人　とちぎみらいwithピア

#24

ピアサポートによるエンパワメント向上に関する事業

　人生の夢を実現しながら生き生きと健やかに暮らせ
る未来、社会を目指す地域づくりに寄与することを目
的に、平成31年（2018年）に特定非営利活動法人「と
ちぎみらい with ピア」を設立しました。
　この世に生まれた一人一人が生まれ持った性を大切
にしながら、仲間とともに輝く未来を切り開いていけ
るよう、誰一人取り残されない社会を目指していま
す。思春期の若者および妊娠期からの切れ目のない子
育て世代と、彼らを支えるすべての人々に対して、ピ
ア（仲間）同志の支えあい「ピアサポートによるエン
パワメント向上に関する事業」を行っています。事業
は２本柱で若者とその支援者を対象とした「思春期ピ
ア支援事業」と子育て世代とその支援者を対象とした
「子育てピア支援事業」です。

　思春期ピア支援事業

　思春期の仲間と心を開いて不安や悩みを分かち合
い、どうしたらいいか一緒に考えていく活動が「ピア
カウンセリング（仲間相談活動）です。寄り添ってく
れる仲間のことを「思春期ピアカウンセラー®（愛称
は「ピアっ子」）といいます。
　その活動のために日本ピアカウンセリング・ピアエ
デケーション研究会が、高校生・大学生を対象に思春
期ピアカウンセラー養成講座を開催しています。そこ
で学んだことを生かし、ピアっ子たちは地域でボラン
ティア活動を幅広く行います。
　若者とその支援者を対象とした「思春期ピア支援
事業」には、①思春期ピアカウンセラー®養成講座、
②思春期ピア実践活動、③思春期の若者および思春期
ピアカウンセラー®支援者公開研修会、④思春期相
談センター（ピアルーム）、⑤ピアっ子通信および思
春期教材作成」があります。

キャリア・ファミリープランニング

　これからのキャリアや未来のファミリーについて考
え始めている若者、主に高校生や大学生を対象にし
た、キャリアを積むことと妊娠・出産に焦点を当てた
未来プランを考える思春期ピア実践活動が「キャリ
ア・ファミリープランニング」です。2024年 8月 25
日（日）宇都宮市の繁華街の一角のまちづくりセンタ
ー ‟イエローフィッシュ ”で 13時から 15時まで大学
生 15名に向けて実施しました。テーマは人生の夢：
人生設計と妊孕力・高齢出産・避妊法等々についてで
す。ピアっ子が一人ひとりの受講生に寄り添い、その
夢を実現するために今からできることを共に考えてい
くピアカウンセリング講座方式で実施しました。
　受講者からは「妊娠・出産がライフラインに大きく
関わることが認識でき、家族計画・避妊の大切さもわ
かった」、「キャリアも大切にしつつ、35歳までに出
産したいことを考えると、結婚・出産の時期、子供の
人数等が具体的になった」などの感想が出ました。こ
のイベントは若者同士が自由な雰囲気の中で自分の未
来について語り、キャリア、結婚、出産等について真
剣に考え、少子化を防ぐ対策にも繫がる活動になって
いると考えています。　　　　　　　（次号につづく）

（文責・葭葉敬江　福田　環）

特定非営利活動法人　とちぎみらいwith ピア
理事長　髙村壽子
ピアサポートによるエンパワメント向上に関する事業を行い、人生の夢を
実現しながら生き生きと健やかに暮らせる未来、社会づくりに寄与するこ
とを目的に支援活動を行っている。
https://www.tochigimiraiwithpeer.jp/  
メール：mirai.withpeer@gmail.com

「キャリア・ファミリープランニング」活動の様子
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みやた　かずお
ジャーナリスト。公益財団法人エイズ
予防財団理事、特定非営利活動法人エ
イズ＆ソサエティ研究会議事務局長。

宮田 一雄

13

    ［95］

観客のいないオールスター

るのか。こうした知識の提供と対話を丹念に続け、ス
ポーツによる感染のリスクは限りなく小さくできるこ
とを説明していった。
　もともとマジック・ジョンソンという伝説のプレイ
ヤーはNBAの選手にとって、そして全米の少年少女
たちにとっても、あこがれの存在だっただけに、こう
したメッセージは広く受け入れられていったという。
マジックにとっての４年間のブランクは、単なる空白
ではなく、社会がHIV陽性の人たちを受け入れてい
くために必要な期間でもあった。
　1995年の夏にはNBA最高の選手とされるシカゴ・
ブルズのマイケル・ジョーダン氏が、自らの主演映画
の撮影現場にNBAのトップ選手を集めて新シーズン
に向けたトレーニングキャンプを主宰した。このキャ
ンプには現役復帰前のマジックも参加している。
　マイケル・ジョーダン氏はブルズを 1991 ～ 93 年
に３年連続でNBA優勝に導き、1996～ 98年にも３
年連続でNBAチャンピオンになっている。その間の
３年間は、NBAから離れ野球選手に挑戦したが、マ
イナーリーグ生活で終わった。
　1995 年３月にNBAに復帰した時にはシーズン終
了間際だったことから、１試合を戦い抜く体力はな
く、終盤にはへとへとになっていた。観客のいないオ
ールスター戦と言われるトレーニングキャンプは翌シ
ーズンに備えるためだったが、HIV感染に関する他
の選手たちの不安を払拭する機会にもなった。
マジック・ジョンソン、マイケル・ジョーダンとい

う２人のスーパースターの不在が続いたことも復帰待
望論が高まった背景にはあったようだが、マジックは
１シーズン限りで再び引退し、実業家への道を選んだ。
　大リーグでは今季、大谷翔平、山本由伸両選手に加
えて佐々木朗希選手もロサンゼルス・ドジャースに加
わり、もうすぐシーズン開幕戦が日本で開かれる。日
本人選手の活躍とともに、ドジャースの共同経営者と
してのマジック・ジョンソン氏への注目が高まること
も、できれば期待したい。

　記者会見でHIV感染を明らかにし、現役引退を発
表したNBA（全米プロバスケットボール協会）のア
ービン・マジック・ジョンソン氏が古巣のロサンゼル
ス・レイカーズで現役に復帰したのは、引退発表の会
見から４年余りを経た 1995 ～ 96 年シーズン半ばだ
った。
　復帰第１戦は 1996 年１月 30日のゴールデンステ
ート・ウォリアーズ戦で、マジックは途中出場し、27
分間で 19得点、10アシスト、8リバウンドを記録し
ている。往年の切れ味こそなかったものの、ファンの
期待には十分、応えられる内容だった。
　レイカーズは 1995 ～ 96 年のレギュラーシーズン
で 53勝 29敗。西地区４位でプレーオフに進出した
ものの、ポストシーズンは第１ラウンドで敗退した。
マジック自身は敗退が決定した後、代理人を通じ二度
目の現役引退を発表している。
　最初の引退発表に戻ろう。NBAのオールスター戦
出場からバルセロナ五輪の金メダル獲得までは引退か
ら半年余りだった。だが、NBAの現役復帰まではそ
の後４年近くかかっている。どうしてだったのか。
　NBAの公式戦は長いシーズンの間、平均すると２
日に１回は試合がある。プレー中に負傷して出血を伴
うことも少なくない。選手たちの間では当初、血液か
らの感染を恐れてマジックの復帰を歓迎しない空気が
強かったようだ。オールスター戦やオリンピック出場
は、いわばご祝儀戦だったが、シーズンを通して闘う
となると話は違ってくる。
マジックは1992年秋に現役復帰を希望したが、選

手の間にHIV 感染に対する不安が強かったことから、
いったん復帰を断念している。誤解を恐れずに言えば、
スポーツに出血はつきものだ。ただし、止血管理など
で感染を防ぐことはできる。NBA は当時、HIV とエ
イズに関する社会の理解を広げる教育に力を入れ、選
手やスタッフに向けた講習会も積極的に開いた。
　どんな行為がHIV感染の原因になり、どんな行為
では感染しないのか。そして、どうすれば感染は防げ
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　本書の登場人物は 10人、いずれのメンバーも高校
卒業以前はXジェンダーやノンバイナリーなどのア
イデンティティはもっていなかった。つまり、トラン
スジェンダーの生徒であった。
　この 10人は、著者である土肥いつき氏が主催して
いるトランスジェンダー生徒の自助グループにサポー
ターとして参加している成人である。
　ユイコさん（第４、5章に登場）、マコトさん（第４、
6章）、ツバサさん（第３、４章）、キョウコさん（第
３、４章）の４人はトランス女性である。ユウキさん
（第３、４章）、ユウヤさん（第３、４章）、アキさん
（第３、４章）、シュウトさん（第３、４章）、ススム
さん（第３、４章）、ハルトさん（第３、４章）の６
人はトランス男性である。ただし、アキさんは高校時
代はトランス男性という自認をもっていたが、大学卒
業後トランス男性という自認がなくなっている。
　著者である土肥いつき氏は、京都府立高校の教員
で、関西大学非常勤講師のトランス女性である。土肥
氏は本誌『現代性教育研究ジャーナル』に長らく連載
執筆してきた。トランスの経緯は連載記事の一部が
『「ありのままのわたしを生きる」ために』（日本性教育
協会）＊と題した書籍にまとめられている。
　前置きが長くなったが、本書の構成を紹介する。
序　章　研究の背景と本書の目的
第1章　先行研究の検討と本書の分析視角
第2章　調査の概要
第3章　 トランスジェンダー生徒に対する学校の対応

と当事者からの評価
　この章では、８人の登場人物から詳細なインタビュ
ーを行いその内容が生の声で記述されている。
第４章　 学校の性別分化とトランスジェンダー生徒の

ジェンダー葛藤
　この章では、全ての登場人物が学校でのAGBA（出
生時に割り当てられた性別）との葛藤が語られてい
る。
第５章　 トランスジェンダー生徒による性別移行をめ

ぐる日常的実践
　この章では、トランス女性であるユイコさんの保育
所時代から高校時代までのジェンダーヒストリーが綴
られている。
第６章　 トランスジェンダー生徒による実践しない

「実践」
　この章は、トランス女性であるマコトさんの女子グ
ループへの参入過程のジェンダーヒストリーである。
ある意味で、ユイコさんとは真逆とも言える過程を経
ている。
終章　 トランスジェンダー生徒の学校経験から見えて

きたこと
　ここで、著者である土肥氏は、本研究調査につい
て〈そもそも本書は「トランスジェンダー生徒が直面
する困難は学校がつくりだしている」という問題意識
からスタートした〉と記している。そして〈調査協力
者のみなさんのジェンダー葛藤軽減への実践は「個人
の内面の問題」の解決によってではなく、他者との相
互行為の中でおこなわれた性別カテゴリーの「再割り
当て」という社会的行為によって達成されたものだっ
た〉と語り、〈トランスジェンダー生徒の学校経験は
実に多様である〉と述べている。
　そして〈こうした個々の事例の違いが示唆している
ことは、トランスジェンダーをひとくくりにして、支
援のあり方をマニュアル化することの危険性である〉
と一つの結論を導き出している。ただし、結論はこれ
だけではない、この特異な調査研究は、多くの示唆を
私たちに与えてくれる。

 （教育ジャーナリスト　日向野一生）

10 人のジェンダーヒストリー

土肥いつき著
発行　生活書院
定価　2,970円（税込）

トランスジェンダー生徒と学校
「抱えさせられる」困難と性別移行を
めぐる実践

＊ JASEの HPからご購入いただけます。https://www.jase.faje.or.jp/pub/seikyouiku_handbook.html
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北東北性教育研修セミナー 2024

主催 ： 北東北性教育研修セミナー実行委員会　協賛 ： 日本性教育協会

協力 ： 一般社団法人 Broken Rainbow-japan       青森レインボーパレード実行委員会

性の権利を尊重する社会をつくる
活動と研究

～青森での 10 年を振り返り、 未来へつなぐ～

2025 年 3 月 22 日  （土） 14 ： 00 ー 16 ： 30

場所 ： 青森県男女共同参画センター アピオあおもり 大研修室

参加費 ： 対面現地／無料　　オンライン／ 1,000 円
https://activism-academism.peatix.com

⇒
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
⇒

＜セミナー趣旨＞

2014 年から 2024 年までに青森を拠点にして行われてきた LGBTQ+ に

関する性の権利に関する活動を振り返る。

青森を拠点にして行われた、 当事者たちの居場所づくり、 地方におけ

るプライドパレードのはじまり、 相談支援、 同性婚を可能にするための働

きかけ。 そして青森を拠点とした全国各地での活動としての性暴力に関す

る政策提言や人材育成。 こうした活動がどのような思いと共に青森で生ま

れ青森や他の地域の人々、特に当事者たちにどのような影響を与えているのだろうか。

これらを実施してきた一人である岡田実穂 （活動家） と、これらの活動を見守り続けてきた東優子 （大学教

員）がそれぞれの立場 ・ 視点で対談する。 当事者たちを中心においた権利擁護がどのような思い、 歴史の中

で培われていくのか、 未来に向け、 アクティビズム＆アカデミズムの 「楽しさ」 も伝えたい。

東優子

大阪公立大学教授

岡田実穂

一般社団法人 Broken Rainbow-japan 代表理事

研究会、研修会等の情報を下記まで、郵送または、
Fax 03-5801-6677 までお寄せください。
〒101-0051 千代田区神田神保町 1ー3  冨山房ビル５階
日本性教育協会「JASEジャーナル」係



16



17

ＪＡＳＥ性教育・セクソロジーに関する資料室
JASE資料室は国内外の性教育、性科学等に関する文献資料を収集している開架式資料室です。文献資料の
数は約６万点以上、現在も日々、増え続けています。性教育、セクソロジーに関する調査、研究のためにご
利用いただけます。人間の性に関心がある方、ぜひ足をお運びください。

資料室
利用方法

統計・調査報告書、ジェンダー・フェミニズム、性教育一般・性教育の歴史的資料、セクソロジー、民俗学・文化人類学・
風俗、性研究史・性学史、教科書・指導書・学習指導要領、国内学術誌、国際（海外団体資料・海外学術誌）、高齢者・家
族問題、官公庁資料、JASE刊行物、映像資料、絵本・写真集、ダイアモンド文庫、団体資料・手引き・白書（都道府県資料、
大学関連資料、官公庁資料など）ほか。https://opac.jp.net/Opac/search.htm?s=NS1JEYq24WsoCGy_N7GNQ_WQaeg

収集文献
・資料

【閲覧予約】事前に電話で予約が必要〔tel 03-5801-6788〕。貸出業務は行っておりません。
【開室日・時間】月曜日～金曜日11: 00～ 17: 00　
【休室日】土曜日、日曜日、祝日、年末年始　※この他、臨時に休室することがあります。
https: //www.jase.faje.or.jp/pub/archive.html

←
資
料
検
索

資料室
について

　  性科学ハンドブックVol.13　　　　　　　　好評発売中！

岩室紳也と早乙女智子の

もっと知りたい性のこと
　　岩室紳也・早乙女智子著　　　　　　　　　　　 ◆ Ａ５判：138頁　頒価700円

主な内容

著者プロフィール

『現代性教育研究ジャーナル』2014年 4月号～2017年 3月号に連載した「もっと知りたい女子の性
／もっと知りたい男子の性」に、加筆・訂正して再構成したものです。

岩室　紳也／ 泌尿器科医。ヘルスプロモーション推進センター（オフィスいわむろ）代表。 
早乙女智子／ 産婦人科医。日本性科学会副理事長。セックスセラピスト。

part 1　多様な性／「性」を科学する難しさ／女は女として生まれない／性別違和／ジェンダーバイアス・ジェンダーギャップ　ほか
part 2　女性の性／ 膣VAGINAはくぼみである／女子もします！ 　マスターベーション／人工妊娠中絶と女性の身体権　ほか
part 3　男性の性／「包茎」を科学する／男子はおちんちんで育つ／「男」は環境で育つ性／男性の性機能って何？　ほか

※送料等は、ホームページを参照してください。
◆  JASEホームページ https://www.jase.faje.or.jp/pub/pub.html からお申し込みいただけます。
　または、Email  info_jase@faje.or.jp
　TEL 03-5801-6788　FAX 03-5801-6677

「第８回青少年の性行動全国調査」のデータを使って、テーマにそったデータ分析の方
法を解説し、統計分析ソフト（SPSS）を使って実際にデータ解析をワークショップ形
式で学ぶ講座です（PC持参不要）。「青少年の性行動全国調査」データをご自身で分析
してみたいという研究者や教育関係者向け。

「性行動調査データ分析」講座 《入門編》
講師：林　雄亮
（青少年の性行動全国調査委員・
武蔵大学社会学部教授）

日時：５月31日（土）13～17時　 会場：東京・武蔵大学江古田キャンパス
受講料：6000円 定員：20名 対象者：性行動・性教育の研究者（大学院生含む）・「青少年の性行動全国調査」に
関心をお持ちの方（なお、基礎的なPCスキルが必要です）

詳細は変更になる場合があります。お問い合わせ：info_jase@faje.or.jp（JASEセミナー係まで）

◆JASE主催セミナーのお知らせ◆　　詳細は次号およびJASEウェブサイトにて近日公開します


